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第 1 章： 概要 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

サードパーティ統合について (P. 7) 

CA Clarity™ Agile 用の Tasktop Dev および Tasktop Sync (P. 10) 
 

サードパーティ統合について 

CA Clarity™ Agile を以下の CA 製品と統合するように設定できます。 

■ CA Clarity™ PPM： 従来のプロジェクト管理プロセスを採用しつつ、ア

ジャイル環境における要件を作成および管理できます。 

■ <CASCM >： CA Software Change Manager パッケージおよびパッケージ

履歴情報に関する詳細を表示できます。 

ベスト プラクティス： 各アドインで無効なセッションを防ぐために、以

下のタスクを行います。 

■ アドインごとに別々のシステム管理者アカウントまたはスーパーユー

ザ アカウントを作成します。 

■ アドインごとに別の時間に同期ジョブを実行します。  

■ アドインごとに別々のシステム管理者アカウントを作成できない場合

は、別の時間に同期ジョブを実行します。 アカウントは重複させない

でください。 
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CA Clarity™ PPM 統合 

CA Clarity™ Agile は CA Clarity™ PPM プロジェクトと統合できます。 CA 

Clarity™ Agile Enterprise Edition ライセンスが必要です。 この統合を使用し

て、製品オーナーは、従来のプロジェクト管理プロセスに準じる一方、Agile 

環境で要件を作成および管理できます。 CA Clarity™ Agile リリース 13.3.00 

は、CA Clarity™ PPM の以下のリリースに統合できます。 

■ 12.1.3 

■ 13.0.x 

■ 13.1.x 

■ 13.2.00 

■ 13.3.00 
 

統合には以下の機能が含まれます。 

■ CA Clarity™ Agile およびユーザを CA Clarity™ PPM から作成および管理

する。  

■ CA Clarity™ Agile 要件を CA Clarity™ PPM タスクに関連付ける。 

■ Agile のスプリント、ユーザ ストーリー、およびタスクから CA Clarity™ 

PPM の WBS を作成する。 
 

■ CA Clarity™ Agile タスク作業ログを使用して、CA Clarity™ PPM タイム

シートに自動入力する。 

■ CA Clarity™ Agile で使用するロールを CA Clarity™ PPM からダウンロー

ドする。 

■ CA Clarity™ Agile および CA Clarity™ PPM 間の情報を転送する同期ジョ

ブを、事前に定義された間隔でバックグラウンドで実行する。 
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同期ジョブ 

事前定義された間隔でバックグラウンドで実行され、CA Clarity™ PPM と 

CA Clarity™ Agile の間で情報を転送する、以下の同期ジョブが CA Clarity™ 

PPM で利用できます。 

■ Agile 製品同期ジョブ。 このジョブはプロジェクトとリソースの情報を 

CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile に同期します。 また、このジョブ

は、CA Clarity™ Agile のスプリント、ユーザ ストーリー、およびタスク

を使用して、CA Clarity™ PPM 内にプロジェクトの WBS を作成します。  

■ Agile タイムシート同期ジョブ。 このジョブは CA Clarity™ Agile のタス

ク作業ログを使用して、CA Clarity™ PPM の対応するリソースのタイム

シートに自動入力します。 

■ Agile 要件とタスク マッピングの同期ジョブ。 このジョブは、関連す

るリリースの CA Clarity™ Agile 要件および CA Clarity™ PPM タスク情報

を同期します。 

■ Agile ロール同期ジョブ。 このジョブは CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ 

Agile にロールをダウンロードします。  
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CA Clarity™ Agile 用の Tasktop Dev および Tasktop Sync 

Tasktop を使用すると、個別のリポジトリに格納されている主要プロジェ

クトのアイテムに CA Clarity™ Agile を接続することができます。 Tasktop の

同期テクノロジを使用して、CA Clarity™ Agile は、JIRA、HP Quality Center、

IBM Rational Team Concert （RTC）など、他の ALM 製品と、ユーザ ストー

リー、タスク、欠陥などのアイテムを共有できます。 このような統合に

は、以下の利点があります。 

■ 計画を開発、QA および管理に継続的に関連付けます。 

■ CA Clarity™ Agile のアイテムを IDE から直接管理することで、ソフト

ウェア開発に集中することができます。 

■ データ精度を向上し、個別のリポジトリにあるプロジェクト情報に

よって引き起こされるエラーの可能性を減らすことに役立ちます。 

■ プロジェクト チーム全体にわたる統合された表示機能とレポート機

能が使用できます。 

CA Clarity™ Agile 用 Tasktop コネクタのダウンロードとインストール手順

については、https://tasktop.com/connectors/ca-agile-vision/installation を参

照してください。 

注： Tasktop の詳細については、http://help.tasktop.com/help/ で利用可能な 

Tasktop ヘルプを参照してください。 
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第 2 章： CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM 

の統合 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

統合の概要 (P. 11) 

CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM の統合方法 (P. 12) 

ジョブ管理 (P. 22) 

バーンダウン チャート (P. 26) 
 

統合の概要 

CA Clarity™ PPM と CA Clarity™ Agile では、同じオブジェクトを異なる用語

で表している場合があります。 CA Clarity™ PPM におけるプロジェクトは、

CA Clarity™ Agile におけるリリースを意味します。  
 

情報を共有するには、事前に CA Clarity™ PPM プロジェクトを CA Clarity™ 

Agile に関連付けます。 関連付けが確立されると、CA Clarity™ Agile の製品

とリリースの詳細を指定するための Agile サブページが CA Clarity™ PPM で

利用可能になります。 

関連付けられた CA Clarity™ PPM プロジェクトを削除した場合、同じ CA 

Clarity™ Agile リリースに別のプロジェクトをリンクすることはできませ

ん。 新しい CA Clarity™ PPM プロジェクトを別のリリースにリンクし、新

しくリンクしたリリースに詳細（ユーザ ストーリー、タスク、要件）を

移行できます。 
 

統合が完了すると、CA Clarity™ PPM で実行されるジョブによって、CA 

Clarity™ PPM および CA Clarity™ Agile 内の情報が更新および同期されます。 

実行されるジョブは、更新される情報によって異なります。 ジョブは定

期的に実行されるように設定できます。必要に応じて CA Clarity™ PPM か

ら手動で実行することもできます。 統合のジョブの詳細については、

「ジョブ管理 (P. 22)」を参照してください。 

CA Clarity™ PPM および CA Clarity™ Agile の間で更新されるフィールドの全

リストについては、「CA Clarity™ Agile への CA Clarity™ PPM フィールドの

マッピング (P. 27)」を参照してください。 
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CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM の統合方法 

CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM 間でデータを共有するには、以下の手

順に従います。 

管理者： 

■ CA Clarity™ PPM を設定します。 

プロジェクト マネージャ： 

■ データ転送をセットアップします。 (P. 14) 

■ CA Clarity™ PPM で統合ステータスを確認します (P. 22)。 
 

CA Clarity™ PPM 上の［Agile 設定］ページの設定 

通信およびデータ転送が可能になるように CA Clarity™ PPM と CA Clarity™ 

Agile のリンクを設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM にログインし、［管理ツール］にアクセスします。 

2. ［管理］をクリックし、［一般設定］から、［Agile 設定］をクリック

します。  

［Agile 管理者設定］ページが表示されます。 

3. ［Agile ログイン情報］セクションの以下のフィールドに入力します。 

ユーザ名 

システム管理者の権限で CA Clarity™ Agile にログインするための

ユーザ名を定義します。 
 

パスワード 

システム管理者の権限で CA Clarity™ Agile にログインするためのパ

スワードを定義します。 
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セキュリティ トークン 

ログインが失敗した場合、または信頼されていないネットワーク

から CA Clarity™ PPM サーバを実行している場合に、サーバの識別

に使用するセキュリティ トークンを定義します。 このトークンは、

SalesForce.com の[Personal Setup]ページから取得できます。 詳細に

ついては、SalesForce.com のオンライン ヘルプを参照してください。 

Agile 環境 URL 

CA Clarity™ Agile の実稼働環境またはサンドボックス環境にアクセ

スするために CA Clarity™ PPM が使用する URL を指定します。 

実稼働環境 
https://login.salesforce.com/services/Soap/u/27.0 

テスト環境 
https://test.salesforce.com/services/Soap/u/27.0 

Agile URL 

CA Clarity™ PPM が CA Clarity™ Agile 内の要件リストにアクセスする

ために使用する URL を指定します。 

重要： 既定の URL は変更しないでください。 
 

4. ［プロキシ サーバ情報］セクションの以下のフィールドに入力します。 

ホスト名 

プロキシ サーバのホスト名を定義します。 
 

ポート 

プロキシ サーバのポートを定義します。 
 

ユーザ名 

プロキシ サーバのユーザ名を定義します。 
 

パスワード 

プロキシ サーバのパスワードを定義します。 

5. 変更を保存します。 
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CA Clarity™ PPM からのデータ転送のセットアップ 

データ転送をセットアップするには、関連付けを行った CA Clarity™ PPM 

プロジェクトで CA Clarity™ Agile 製品の詳細を指定する必要があります。 

データ転送をセットアップするための方法を以下に示します。 

■ 以下のいずれかの方法によって、CA Clarity™ Agile 製品およびリリース

を CA Clarity™ PPM とリンクします。 

■ CA Clarity™ PPM から製品およびリリースを作成します (P. 17)。  

■ CA Clarity™ Agile の既存製品およびリリースにリンクします (P. 15)。 

■ 既存の CA Clarity™ Agile 製品内でリリースを作成します (P. 16)。 

■ CA Clarity™ Agile タスク タイプを CA Clarity™ PPM 請求コードにマッピ

ングします (P. 18)。 

■ CA Clarity™ PPM タスクを CA Clarity™ Agile とリンクします (P. 20)。 

■ CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile 内のロールを更新します。 (P. 21) 

CA Clarity™ PPM と CA Clarity™ Agile 間でプロジェクトをリンクする際は、

以下のルールが適用されます。 

■ 製品 ID およびリリース名を指定し、リリース ID を空白にした場合、

指定した製品の新しいリリースが作成されます。 

■ 製品と、リリース ID およびリリース名の両方を指定した場合、リリー

ス名は無視され、リリース ID を使用して、既存の製品とリンクされま

す。  

■ 製品またはリリースを作成すると、CA Clarity™ PPM プロジェクトの説

明が製品またはリリースの説明として追加されます。 スーパー ユーザ

はこの説明を変更できます。変更した説明は CA Clarity™ PPM によって

上書きされません。 

■ すべてのフィールドを空白にすると、同期ジョブが失敗し、CA Clarity™ 

Agile での新規作成またはリンクは行われません。 

ベスト プラクティス： CA Clarity™ PPM プロジェクトを CA Clarity™ Agile に

リンクする場合は、以下の前提条件を確認します。 

■ 工数タスクの自動作成のオプションがオフになっている。 

■ 現在、CA Clarity™ PPM プロジェクトにタスクが存在しない。 
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既存の製品およびリリースへのリンク 

製品 ID およびリリース ID の指定により既存の CA Clarity™ Agile 製品およ

びリリースを CA Clarity™ PPM プロジェクトにリンクできます。 製品リ

リースまたはマスタ リリースにリンクすることができます。 マスタ リ

リースにリンクすると、マスタ リリースに割り当てられているすべての

ユーザ ストーリーおよびタスクを CA Clarity™ PPM 内で表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM で、Agile 製品に関連付けるプロジェクトを開きます。 

プロジェクトのプロパティが表示されます。 

2. ［Agile にリンク］チェックボックスをオンにし、［保存］をクリック

します。 

3. ［プロパティ］をクリックし、［概要］から［Agile］をクリックしま

す。  

Agile のプロパティ ページが表示されます。 

4. 以下のフィールドに入力します。 

■ 製品リリースにリンクしている場合、［Agile 製品 ID］および［Agile 

リリース名 ID］を定義します 

■ 既存のマスタ リリースにリンクしている場合、［Agile マスタ リ

リース ID］を定義します。 この値は、このプロジェクトを CA 

Clarity™ Agile 内の既存のマスタ リリースにリンクするために使用

されます。 リンクが正常に確立されると、このフィールドは表示

専用になります。 

ソース： CA Clarity™ Agile の［マスタ リリースの詳細］ページ

の［マスタ リリース ID］フィールド。 

注： 次のフィールドを空欄にしておきます： ［Agile 製品名］、［Agile 

リリース名］、および［製品プレフィックス］。 
 

5. 変更結果を提出します。 

Agile 製品同期ジョブを実行すると、CA Clarity™ PPM の以下のフィール

ドに値が自動的に入力されます。 

■ Agile 製品名 

■ Agile リリース名 

■ 製品プレフィクス 
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既存の製品内でのリリースの作成 

既存の CA Clarity™ Agile 製品内でリリースを作成するには、CA Clarity™ PPM 

プロジェクトで製品 ID およびリリース名を指定します。 リリース ID、製

品名、および製品プレフィックスの値は定義しません。 

次の手順に従ってください：  

1. CA Clarity™ PPM でプロジェクトを開き、［Agile にリンク］チェック 

ボックスをオンにし、［保存］をクリックしてこのプロジェクトを CA 

Clarity™ Agile に関連付けます。 

プロジェクトのプロパティが表示されます。 

2. ［プロパティ］をクリックし、［概要］から［Agile］をクリックしま

す。 

Agile のプロパティ ページが表示されます。 

3. 以下のフィールドに入力します。 

■ Agile 製品 ID 

■ Agile リリース名 

注： 次のフィールドを空欄にしておきます： ［Agile リリース ID］、

［Agile 製品名］、および［製品プレフィックス］。 
 

4. 変更結果を提出します。 

Agile 製品同期ジョブを実行すると、CA Clarity™ PPM の以下のフィール

ドに値が自動的に入力されます。 

■ Agile リリース ID 

■ Agile 製品名 

■ 製品プレフィクス 
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CA Clarity™ PPM からの製品およびリリースの作成 

CA Clarity™ PPM でプロジェクトを作成し、プロジェクトで製品名およびリ

リース名を指定できます。 同期ジョブが実行されると、CA Clarity™ Agile に

リリースが作成されます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM へログインします。 

2. ［ポートフォリオ管理］メニューから［プロジェクト］を選択します。  

プロジェクト リスト ページが表示されます。 

3. ［新規］をクリックして新しいプロジェクトを作成し、必要なフィー

ルドに値を入力して、［保存］をクリックします。 

［プロパティ］ページが表示されます。 

4. ［Agile にリンク］チェックボックスをオンにし、［保存］をクリック

します。 

［プロパティ］メニュー内で［Agile］および［Agile タスク タイプ マッ

ピング］オプションが利用可能になります。 

5. ［プロパティ］をクリックし、［概要］から［Agile］をクリックしま

す。 

Agile のプロパティ ページが表示されます。 

6. 以下のフィールドに入力します。 

Agile 製品名 

作成する新しい CA Clarity™ Agile 製品の名前を定義します。 
 

Agile リリース名 

作成する新しい CA Clarity™ Agile リリースの名前を定義します。 
 

製品プレフィクス 

ユーザ ストーリーおよびタスクの製品名に追加する、一意のプレ

フィクスを定義します。 製品の作成後は、プレフィクスを変更で

きません。 

制限： 6 文字  

注： 次のフィールドを空欄にしておきます： ［Agile 製品 ID］およ

び［Agile リリース ID］。 
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7. 変更結果を提出します。  

Agile 製品同期ジョブを実行すると、CA Clarity™ PPM の以下のフィール

ドに値が自動的に入力されます。 新規製品とリリースは CA Clarity™ 

Agile で作成されます。 

Agile 製品 ID 

Agile 製品 ID を表示します。 この値は、CA Clarity™ Agile から自動的

に取得されます。 

ソース： CA Clarity™ Agile の［製品の詳細］ページの［製品 ID］フィー

ルド。 
 

Agile リリース ID 

Agile リリース ID を表示します。 この値は、CA Clarity™ Agile から自

動的に取得されます。 

ソース： CA Clarity™ Agile の［リリースの詳細］ページの［リリー

ス ID］フィールド。 
 

CA Clarity™ Agile タスク タイプの CA Clarity™ PPM 請求コードへのマッピング 

CA Clarity™ PPM で請求コードをプロジェクト タスクに割り当てている場

合、これらの請求コードを CA Clarity™ Agile のタスク タイプにマッピング

できます。 タスク タイプを請求コードにマッピングすると、リンクされ

たタスクの実績値に適切な請求コードを割り当てることができます。 以

下のグローバル アクセス権とインスタンス アクセス権がある場合、プロ

ジェクト マネージャは、タスク タイプを請求コードにマッピングし、

［Agile タスク タイプの自動入力］プロセスを実行することができます。  

■ タスク タイプおよび請求コード マッピング - 作成 

■ タスク タイプおよび請求コード マッピング - すべて編集 

■ プロセス開始 
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ベスト プラクティス：  

■ 請求コードのマッピングを誤って削除した場合、［Agile タスク タイプ

の自動入力］プロセスを手動で実行すると、削除したマッピングを復

元できます。 

詳細については、「CA Clarity™ PPM 管理ガイド」を参照してください。 

■ タスク タイプは、1 つの請求コードにしかマップできません。 CA 

Clarity™ Agile でタスクにタスク タイプが定義されていない場合は、CA 

Clarity™ PPM で既定の請求コードを割り当てることができます。 

CA Clarity™ Agile に新しいタスク タイプがある場合は、CA Clarity™ PPM で

新しい請求コードを作成し、その請求コードに新しいタスク タイプを

マップします。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM で［管理］をクリックし、［プロジェクト管理］から

［請求コード］をクリックします。 

2. ［新規］をクリックし、必要なフィールドに入力します。 

3. 変更を保存します。 

新しい請求コードが作成されます。 

請求コードを作成したら、CA Clarity™ Agile タスク タイプにマップできま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM で、リンクされたプロジェクトを開きます。 

プロジェクトのプロパティが表示されます。 
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2. ［プロパティ］から［Agile タスク タイプ マッピング］をクリックし

ます。  

プロジェクトの［Agile タスク タイプ マッピング］ページが表示され

ます。 

3. ［新規］をクリックします。 

［Agile タスク タイプと請求コードのマッピングの作成］ページが表示

されます。 

4. 以下のフィールドに情報を入力し、提出します。 

タスク タイプ 

タスクの CA Clarity™ Agile タスク タイプを定義します。 

請求コード 

同じタスクに CA Clarity™ PPM の請求コードを定義します。 

5. 変更を保存します。 

CA Clarity™ PPM 請求コードが CA Clarity™ Agile タスク タイプに正常にマッ

プされます。 
 

CA Clarity™ PPM タスクの CA Clarity™ Agile へのリンク 

複数のタスクを単一の要件にリンクすることができ、複数の要件を単一の

タスクにリンクすることができます。 
 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM で、リンクされたプロジェクトを開きます。 

プロジェクトのプロパティが表示されます。 

2. ［タスク］タブをクリックし、［ガント］をクリックします。 

3. タスクを探し、［マップ済み要件］列のアイコンをクリックします。 
 

［マップ済みタスク: プロパティ］ページが表示され、メニューの［Agile 

要件とタスクのマッピング リスト］オプションが選択されます。 

4. ［新規］をクリックします。 

［Agile 要件とタスクのマッピング プロパティの作成］ページが表示さ

れます。 

5. ［参照］アイコンをクリックし、タスクにマップする CA Clarity™ Agile 

要件を選択します。 
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6. ［保存して戻る］をクリックします。 

要件が一覧表示された［マップ済みタスク： プロパティ］ページが表

示されます。 

注： 要件をタスクに追加すると、要件リストに CA Clarity™ Agile 要件情

報が自動入力されます。 リストが空の場合は、ページをリフレッシュ

します。 
 

7. 以下のいずれかを選択します。 

■ タスクに別の要件をマップするには、［新規］をクリックします。 

■ ［戻る］をクリックして［WBS］に戻ります。 

次回 Agile 要件とタスクのマッピング同期ジョブを実行すると、リンク

されたタスクおよび要件に関する情報で CA Clarity™ Agile が更新され

ます。 

注： 同期ジョブでは、CA Clarity™ Agile から CA Clarity™ PPM への要件の

バージョン番号およびバージョン ステータスの同期は実行されませ

ん。 
 

CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile 内のロールを更新します。 

CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile にロールとロール階層をダウンロー

ドできます。 ロールをダウンロードすると、CA Clarity™ PPM 内のすべて

のロールを CA Clarity™ Agile 内で利用できるようになります。  

CA Clarity™ PPM のロールで CA Clarity™ Agile のロールを更新するには、

［Agile ロールの同期］ジョブを実行します。 
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プロジェクト統合ステータスの確認 

CA Clarity™ PPM プロジェクトを CA Clarity™ Agile にリンクしたら、Agile プ

ロパティ ページで統合ステータスを確認します。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ PPM でプロジェクトを開き、［プロパティ］から［Agile］

をクリックします。 

プロジェクトの Agile プロパティ ページが表示されます。 

2. 以下のフィールドの情報を確認します。 

同期ステータス 

Agile 製品の同期ジョブのステータスを表示します。ステータスは、

成功、保留、失敗のいずれかです。  
 

同期の詳細情報 

前回実行した日時などのジョブ ステータスの詳細が表示されます。 

ジョブが失敗した場合、発生したエラーの詳細が表示されます。 

統合が成功している場合、CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM 間でデータ

が転送されています。 統合が成功していない場合、以下のような問題が

考えられます。 

■ 管理設定ページ上の Salesforce.com または CA Clarity™ Agile 認証情報が

間違っている。 

■ Salesforce.com ネットワークが停止している。 

■ 入力した CA Clarity™ Agile 製品 ID またはリリース ID が間違っている。 

■ 作成しようとしている CA Clarity™ Agile プロジェクトがすでに存在す

る。 

■ CA Clarity™ Agile リリースが、すでに別の CA Clarity™ PPM プロジェクト

にリンクされている。 

いずれかの情報の入力が間違っている場合、正しい値を再入力して、Agile 

製品同期ジョブを実行し、統合を再度試行してください。 
 

ジョブ管理 
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このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA Clarity™ Agile 同期ジョブ (P. 23) 

Agile 製品同期ジョブ (P. 24) 

Agile タイムシート同期ジョブ (P. 24) 

Agile 要件とタスク マッピングの同期ジョブ (P. 24) 

Agile ロール同期ジョブ (P. 25) 
 

 

CA Clarity™ Agile 同期ジョブ 

CA Clarity™ Agile Enterprise アドインをインストールすると、CA Clarity™ 

PPM 内で以下のジョブが使用可能になり、アクティブになります。 

■ Agile 製品同期 

■ Agile タイムシート同期 

■ Agile 要件とタスク マッピングの同期 

■ Agile ロールの同期 

デフォルトでは、これらのジョブは、事前定義された間隔（毎日午前 9 時）

に自動実行されるようにスケジュールされています。 これらのジョブの

既定のスケジュールは、ユーザの組織のニーズに合うように変更できます。 

また、ジョブをただちに実行して、CA Clarity™ Agile から CA Clarity™ PPM へ

データを移動できます。 

CA Clarity™ PPM からのジョブのスケジュール設定および実行方法の詳細

については、「CA Clarity™ PPM 管理ガイド」を参照してください。 

CA Clarity™ Agile 同期ジョブは、以下の CA Clarity™ PPM ジョブと同時には

実行できません。  

■ タイムシートのポスト 

■ タイム スライス付け 

■ アーンド バリュー合計の更新 

■ アーンド バリュー履歴の更新 
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Agile 製品同期ジョブ 

Agile 製品同期ジョブでは以下の項目を同期します。 

■ プロジェクトとリソース（CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile へ） 

■ タスク（CA Clarity™ Agile から CA Clarity™ PPM へ） 
 

Agile タイムシート同期ジョブ 

Agile タイムシート同期ジョブにより、CA Clarity™ PPM の以下の項目が CA 

Clarity™ Agile のタスク作業ログから自動入力されます。 

■ タスク上の実績時間 

■ タイムシート上で指定された日付の、リソースの作業時間と ETC 

Agile タイムシート同期ジョブを実行するたびに、CA Clarity™ PPM でタイ

ムシートに行った変更は上書きされます。ただしこれは、タイムシートの

ステータスがオープンである場合に限ります。 

ベスト プラクティス： CA Clarity™ Agile ですべての更新を行うと、次回タ

イムシート同期ジョブの実行時に、CA Clarity™ PPM タイムシートで変更が

更新されます。 CA Clarity™ Agile タスクを CA Clarity™ PPM タイムシート内

で更新する必要はありません。 
 

Agile 要件とタスク マッピングの同期ジョブ 

このジョブは、CA Clarity™ PPM プロジェクト タスクと CA Clarity™ Agile 要

件の関係を同期します。 データは CA Clarity™ PPM から CA Clarity™ Agile お

よび CA Clarity™ Agile から CA Clarity™ PPM へ流れます。 
 



ジョブ管理 

 

第 2 章： CA Clarity™ Agile と CA Clarity™ PPM の統合  25  
 

Agile ロール同期ジョブ 

このジョブは、CA Clarity™ PPM 内で定義されたすべてのロールを CA 

Clarity™ Agile にダウンロードします。 

Agile ロール同期ジョブには、以下のパラメータが含まれます。 

Agile ロールの上書き 

ジョブの実行時に CA Clarity™ Agile 内の既存のロールを上書きできる

かどうかを指定します。 現在のロールを上書きするには、チェック 

ボックスをオンにします。 
 



バーンダウン チャート 
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バーンダウン チャート 

CA Clarity™ PPM ユーザは、プロジェクトのバーンダウン チャートを表示

するために、ダッシュボードのポートレットを設定できます。 設定する

ポートレットは他のユーザには表示されません。 各ユーザは、自分がメ

ンバであるプロジェクトの自分用のポートレットを設定できます。 

注： CA Clarity™ PPM でのポートレットの設定の詳細については、「Studio 

開発者ガイド」を参照してください。 

CA Clarity™ PPM プロジェクトを CA Clarity™ Agile にリンクしている場合、

データをチャート用に利用できます。 

以下のバーンダウン チャートを設定できます。 

■ Agile 日次時間バーンダウン 

■ Agile 日次ポイント バーンダウン 

■ Agile 週次時間バーンダウン 

■ Agile 週次ポイント バーンダウン 

■ Agile 月次時間バーンダウン 

■ Agile 月次ポイント バーンダウン 

注： 毎週のバーンダウン チャート用のデータポイントは、各週の最後に計

算されます。 週の中盤の変更は、週末にかけて反映されます。 特定の週

のバーンダウンを表示するには、日次バーンダウン チャートをチェック

し、日付でフィルタします。 

ベスト プラクティス： 

■ 特定の日付範囲のバーンダウンを表示するには、日次バーンダウン 

チャートを使用します。 

■ それよりも長期のバーンダウンを表示するには、週次または月次の

バーンダウン チャートを使用します。 
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付録 A: CA Clarity™ Agile への CA Clarity™ PPM 

フィールドのマッピング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

プロジェクトのマッピング (P. 27) 

リソースのマッピング (P. 28) 

タスクのマッピング (P. 29) 

タスク作業ログのマッピング (P. 30) 

障害事項マッピング (P. 31) 
 

プロジェクトのマッピング 

CA Clarity™ PPM プロジェクトを CA Clarity™ Agile 製品にリンクしている場

合、これらの製品を CA Clarity™ PPM 内で表示して作業することができま

す。 プロジェクトのリンク後、CA Clarity™ PPM でプロジェクトの日付を

更新すると、CA Clarity™ Agile 内でリリース日が自動的に更新されます。 
 

CA Clarity™ Agile の製品およびリリース フィールドと CA Clarity™ PPM のプ

ロジェクト フィールドのマッピングの関係を以下の表に示します。 
 

  

CA Clarity™ Agile フィールド CA Clarity™ PPM フィールド 

製品名 Agile 製品名 

製品 ID Agile 製品 ID 

リリース名 Agile リリース名 

リリース ID Agile リリース ID 

マスタ リリース ID Agile マスタ リリース ID 

開始日（リリース） 開始日（プロジェクト） 

リリース日（リリース） 終了日（プロジェクト） 
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リソースのマッピング 

統合 CA Clarity™ PPM プロジェクトのプロジェクト チームにリソースを追

加すると、新規アカウントは Salesforce.com アカウントを持たないユーザ

に対して作成されます。 リソースは CA Clarity™ Agile ユーザとして追加さ

れます。 既存の Salesforce.com ユーザ アカウントを持つリソースは、CA 

Clarity™ Agile ユーザとして追加され、CA Clarity™ PPM プロジェクトにリン

クされます。 

リソースに対して Salesforce.com アカウントがすでに存在するかどうかの

判別には、リソースの従業員番号と電子メール アドレスが使用されます。 

リソースを CA Clarity™ PPM 内で非アクティブとしてマークすると、マッ

ピングされた Salesforce ユーザも非アクティブになります。 
 



タスクのマッピング 
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タスクのマッピング 

タスクで構成されるユーザ ストーリーおよび問題を CA Clarity™ Agile 内で

作成し、それらをスプリントおよびリリース（製品、マスタ、またはその

両方）にそれらを割り当てます。 対応するタスクは、リンクされた CA 

Clarity™ PPM プロジェクト内に自動的に作成されます。 CA Clarity™ PPM プ

ロジェクトが CA Clarity™ Agile 内のマスタ リリースにリンクされている場

合、マスタ リリースに割り当てられているユーザ ストーリーのみが WBS 

に表示されます。 マスタ リリースに関連付けられているすべての製品は、

トップレベルに表示されます。 

CA Clarity™ PPM プロジェクト タスクの WBS は、以下のように構築されま

す。  

■ 製品名およびリリース名はトップレベルの要約タスクとして表示され、

その下にスプリント、かんばんボード、ユーザ ストーリー、または問

題およびタスクが重ねて表示されます。 

■ ユーザ ストーリーが製品リリースに割り当てられておらず、マスタ リ

リースに割り当てられている場合、トップレベルの要約タスクは製品

名として表示されます。  

■ ユーザ ストーリーがマスタ リリースに割り当てられておらず、製品リ

リースに割り当てられている場合、トップレベルの要約タスクはリ

リース名として表示されます。 

■ 割り当てられるユーザ ストーリーは、スプリントまたはかんばんボー

ド下でグループ化されます。  

■ 割り当てられないユーザ ストーリーは、未スケジュール タスクとして

グループ化されます。  

■ タスクは、関連付けられるユーザ ストーリーごとにグループ化されま

す。 

■ 問題は、スプリント、かんばんボード、または未スケジュールのタス

クの下に、ユーザ ストーリーと同じレベルでグループ化されます。 

CA Clarity™ PPM プロジェクトが CA Clarity™ Agile 内のマスタ リリースにリ

ンクしている場合、WBS 階層は以下のようになります。 

製品 - リリース 

スプリント 

ユーザ ストーリー 

  タスク 
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製品 - リリース 

かんばんボード 

ユーザ ストーリー 

  タスク 

CA Clarity™ PPM プロジェクトが CA Clarity™ Agile 内の製品リリースにリン

クしている場合、WBS 階層は以下のようになります。 

スプリント 

ユーザ ストーリー 

タスク 

かんばんボード 

ユーザ ストーリー 

タスク 
 

タスク作業ログのマッピング 

タスク作業ログまたは仮想ウォールを使用して、CA Clarity™ Agile でタスク

に作業時間を入力すると、CA Clarity™ PPM では以下の更新が行われます。 

■ 時間を記録するユーザが、［割り当て］ページ上で、リンクされてい

るタスクに担当者として追加されます（CA Clarity™ PPM タスクに既存

の担当者が存在しない場合）。  

■ 作業時間はタスクの実績値に追加されます。  

■ 作業時間と残存時間が、CA Clarity™ PPM 上で、関連リソースのタイム

シートの該当する日付に入力されます。  
 

CA Clarity™ Agile タスクの作業ログ情報が CA Clarity™ PPM のタイムシート

にどのようにマッピングされるかを以下の表に示します。 

 

CA Clarity™ Agile 作業ログ  CA Clarity™ PPM タイムシート  

Agile ユーザ名/担当者 リソース名 

作業時間 1 日単位の記録時間 

残存時間 ETC （残作業時間） 

作業日 タイムシート期間の日付  



障害事項マッピング 
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CA Clarity™ Agile 作業ログ  CA Clarity™ PPM タイムシート  

タスク タイプ 請求コード 

CA Clarity™ Agile で作業ログを更新するたびに、対応する CA Clarity™ PPM 

のタイムシートが更新されます。ただし、タイムシートが提出済みステー

タスの場合は更新されません。  

CA Clarity™ PPM のタイムシートで時間を取得した後に、CA Clarity™ Agile の

作業ログを削除することができます。 現在、タイムシートが提出されて

いない場合は、CA Clarity™ Agile での最新の更新に基づいて更新されます。 

タイムシートがすでに提出されている場合は、タイムシートの調整が作成

されます。 
 

障害事項マッピング 

CA Clarity™ Agile で障害事項を作成すると、CA Clarity™ PPM で以下の更新が

発生します。 

■ 関連する CA Clarity™ PPM タスクに対して CA Clarity™ PPM の問題が作

成されます。 

■ CA Clarity™ Agile のオーナー ユーザ ID が有効な CA Clarity™ PPM リソー

スでない場合、障害事項のオーナーが割り当てられます。 それ以外の

場合、製品は有効なリソース（望ましくはプロジェクト マネージャ）

を割り当てます。 オーナーまたはプロジェクト マネージャ ユーザの

どちらの ID も有効でない場合、オーナーとしてシステム管理者が割り

当てられます。 

以下の表には、CA Clarity™ PPM にマッピングされ、Agile 同期ジョブが実

行されるたびに同期されるフィールドが示されています。 

 

CA Clarity™ Agile の障害事項フィールド/値 CA Clarity™ PPM の問題フィールド/値 

タイトル（255 文字） 名前（80 文字）* 

なし、SFDC ID を使用（18 文字） ID （18 文字） 

説明（32000 文字） 説明（250 文字） * 

担当者 オーナー 

期限 解決予定日 
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重大度： 

■ ブロッカー 

■ メジャー 

■ マイナー 

優先度： 

■ 高 

■ 中 

■ 低 

ステータス： 

■ オープン 

■ 進行中 

■ 解決済み 

■ クローズ 

ステータス： 

■ オープン 

■ 進行中の作業 

■ 解決済み 

■ クローズ 

文字数が CA Clarity™ PPM の文字制限を超える場合、CA Clarity™ PPM では超

過部分は切り捨てられます。 
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